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土地のきまりの変化と天平文化
名前

月 日

旧石器 縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町

今
日
の
問
い

奈良時代の中ごろ、土地のきまりはどう変わり、どんな文化が栄えたのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 墾田永年私財法は、開墾した土地を 私有してよいとした法である。 (10点)

2 聖武天皇は、国ごとに と国分尼寺を建てさせた。 (10点)

3 正倉院には、シルクロードを通って伝わった、 やインドの影響を受けた品も納められてい

る。 (10点)

4 貴族や大きな寺院・神社は、 を進めて私有地を広げた。 (10点)

5 鑑真は、 を伝えた。 (10点)

6 唐から来日し、唐招提寺を開いた僧は である。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 行基は、民衆に仏教を広めていた僧である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 大仏の完成を祝う儀式は、743年に行われた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 荘園について、正しいものを選びなさい。　( )

ア 国が人々に与えた田である イ 貴族や寺社の私有地で、のちに各地に広がった

ウ 唐の都につくられた市である エ 東大寺の倉である (10点)

10 奈良時代にまとめられたものとして、正しい組み合わせを選びなさい。　( )

ア 古事記は712年、日本書紀は720年 イ 古事記は720年、日本書紀は712年

ウ 古事記は743年、日本書紀は752年 エ 古事記は723年、日本書紀は743年 (10点)

得点 / 100
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